
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 筺体 (20)の 仕切板 (22)により
該筺体 (20)の内部に製氷機構収納室 (23)と冷凍機構収納室 (24)とが区画形成され、この冷
凍機構収納室 (24)に、凝縮器 (30)やファンモータ (31)等から構成される冷凍機構 (13)を取
付ける配設構造であって、
　

　前記凝縮器 (30)は、前記仕切板 (22)と近接した側を該仕切板 (22)と筺体 (20)の前面との
隅角部に近接位置させると共に、前記仕切板 (22)と反対の側を後方側へ所要量移動させる
ことで、冷凍機構収納室 (24)の後方側へ向かうに従い仕切板 (22)から離間する所定の角度
姿勢で該収納室 (24)内の前方側に配置され、
　前記凝縮器 (30)の後側に画成された空間に、前記ファンモータ (31)を配置するよう構成
した
ことを特徴とする冷凍機構の配設構造。
【請求項２】
　前記凝縮器 (30)の前側に画成された空間に、制御ボックス (32)および電源トランス (33)
を配置した請求項１記載の冷凍機構の配設構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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前面パネル (20a)を取外し可能とする 内部に設置された 、

前記仕切板 (22)は、前記筺体 (20)から前記前面パネル (20a)を取外したもとで該筺体 (20
)の前面側から着脱可能に構成され、



【発明の属する技術分野】
この発明は、自動製氷機等に搭載される冷凍機構の配設構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
製氷機構および冷凍機構を備える製氷ユニット部と、角氷等の氷塊を貯留する貯氷庫とを
機構的に別体として独立分離し、必要な容量を有する貯氷庫と製氷ユニット部とを組合わ
せ、当該貯氷庫に製氷ユニット部を載置するようにしたスタットオンタイプの製氷機が知
られている。この製氷機の前記製氷ユニット部は、例えば図８および図９に示すように、
直方体形状に画成された筺体８１の内部に、本体枠８２に取付けられた仕切板８３により
製氷機構収納室８４と冷凍機構収納室８５とが画成され、この製氷機構収納室８４に製氷
機構８６が収納配置されると共に、前記冷凍機構収納室８５に圧縮機８８ ,凝縮器８９ ,フ
ァンモータ９０ ,制御ボックス９１および電源トランス９２等からなる冷凍機構８７が収
納配置されるようになっている。そして筺体８１の側面パネル８１ａには、前記冷凍機構
収納室８５と対応する位置に外部空気の吸気口９３が形成されると共に、背面パネル８１
ｂには排気口９４が形成され、前記ファンモータ９０の回転により吸気口９３から吸引さ
れた外部空気は、凝縮器８９に接触して熱交換をした後、温風として排気口９４から外部
に排出するよう構成されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで従来の冷凍機構８７では、制御ボックス９１および電源トランス９２が冷凍機構
収納室８５の前面側に配設され、次いで圧縮機８８およびファンモータ９０ ,凝縮器８９
の順で後方側へ向かって配設され、該凝縮器８９が最も奥側 (筺体８１の背面側 )に配置さ
れていた。このため、圧縮機８８や凝縮器８９およびファンモータ９０の保守作業を筺体
８１の前面側から行なう際には、前面パネル８１ｄを取外したうえで、前記制御ボックス
９１や電源トランス９２等を避けながら作業を行なわなければならず、保守作業が煩雑で
時間の掛かるものとなっていた。殊に凝縮器８９やファンモータ９０の交換作業では、こ
れらの手前に前記制御ボックス９１や電源トランス９２および圧縮機８８があるので、筺
体８１の前面側から取外すことは不可能である。また、前記仕切板８３が本体枠８２から
着脱可能であったとしても、奥の方にある凝縮器８９やファンモータ９０等を製氷機構収
納室８４を介して取外すこともできない。このため、上面パネル８１ｃを取外して上方か
ら交換せざるを得ず、作業の簡易化および合理化を図り得ない欠点を内在していた。更に
、前記製氷ユニット部８０が上下に２段または３段積み形態に設置された製氷機では、例
えば下側に位置する製氷ユニット部８０の冷凍機構８７に対する保守作業は、上段側の製
氷ユニット部８０の脱着作業 (積降し ,積上げ )を要することとなり、極めて面倒かつ労力
を伴なうものであった。
【０００４】
【発明の目的】
この発明は、前述した欠点に鑑み、これを好適に解決するべく提案されたものであって、
冷凍機構における凝縮器を冷凍機構収納室の前部側に斜めに配置することで、筺体の前面
からの保守作業を簡単かつ容易に行ない得るよう構成した冷凍機構の配設構造を提供する
ことを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を克服し、所期の目的を好適に達成するため本発明は、

筺体の 仕切板により 該筺体の内部に製氷機構収納室と冷凍機
構収納室とが区画形成され、この冷凍機構収納室に、凝縮器やファンモータ等から構成さ
れる冷凍機構を取付ける配設構造であって、
　

　前記凝縮器は、前記仕切板と近接した側を該仕切板と筺体の前面との隅角部に近接位置
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前面パネルを取外し可
能とする 内部に設置された 、

前記仕切板は、前記筺体から前記前面パネルを取外したもとで該筺体の前面側から着脱
可能に構成され、



させると共に、前記仕切板と反対の側を後方側へ所要量移動させることで、冷凍機構収納
室の後方側へ向かうに従い仕切板から離間する所定の角度姿勢で該収納室内の前方側に配
置され、
　前記凝縮器の後側に画成された空間に、前記ファンモータを配置するよう構成したこと
を特徴とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に係る製氷機における冷凍機構の配設構造につき、好適な実施例を挙げて、
添付図面を参照しながら以下説明する。
【０００７】
図１は、本発明の好適実施例に係る冷凍機構の配設構造が実施されるスタックオンタイプ
の製氷機を一部破断して示す概略斜視図である。この製氷機１０は、製氷機構１２および
冷凍機構１３を備えた製氷ユニット部１１と、この製氷機構１２で製造された角氷等の氷
塊を貯留する貯氷庫１４とから構成されている。前記製氷ユニット部１１と貯氷庫１４と
は、機構的に別体として組立てられるユニット体であり、該貯氷庫１４の上面に製氷ユニ
ット部１１が載置された状態に取付けられる。また、貯氷庫１４は容量の異なる複数タイ
プが準備され、必要な容量を有する貯氷庫１４と製氷ユニット部１１とを任意に組合わせ
得るよう構成されている。なお説明の便宜上、貯氷庫１４用の開閉扉１５の設置側を製氷
機の「前側」とする (図１参照 )。
【０００８】
前記製氷ユニット部１１は、横長の直方体形状に成形された筺体２０の内部において、本
体枠２１の左右略中間部に後述する仕切板２２が着脱可能に設置され、この仕切板２２に
より正面左側に製氷機構収納室２３が画成され、正面右側に冷凍機構収納室２４が画成さ
れる。製氷機構収納室２３の上方には、２本の支持部材１６ ,１６が所定間隔離間して平
行かつ水平に配設され、該支持部材１６ ,１６の下方に製氷機構１２が懸吊支持されてい
る。なお、製氷機構収納室２３と前記貯氷庫１４の内部とは、前記製氷機構１２に下方所
要位置に形成された開口部 (図示せず )で連通しており、該製氷機構１２で製造された氷塊
は、この開口部を介して貯氷庫１４内に落下放出するよう構成されている。また製氷機構
１２と仕切板２２との間には、製氷ユニット１１を段積みした際に、上段側のユニットか
ら放出される氷塊を貯氷庫１４へ落下させるための空間が画成されている。
【０００９】
冷凍機構収納室２４は、図１および図２に示すように、幅寸法に対して奥行 (前後 )寸法を
適宜大きく設定した直方体形状に画成されてその底部に矩形状のベース板２５が敷設固定
される。そして、このベース板２５の上面に冷凍機構１３を構成する各種部品が載置され
、前記製氷機構１２に配設された蒸発管２６に冷却した冷媒を供給するよう構成されてい
る。そして前記ベース板２５の上面を、略中央部を境界として前方設置部２７と後方設置
部２８に便宜上分割すると、凝縮器３０ ,ファンモータ３１ ,制御ボックス３２および電源
トランス３３等を前方設置部２７に設置し、圧縮機３４や圧力スイッチ３５およびホット
ガス弁３６を後方設置部２８に配設するようになっている。そこで、本実施例に係る冷凍
機構１３を構成する各種部品の配設構造につき、各部品毎に具体的に説明する。
【００１０】
前記凝縮器３０は、本体右部が後方側へ所要量移動された状態で前方設置部２７の対角線
上に沿って固定され、該凝縮器３０を覆蓋するカバー体３７の左端面３７ａが冷凍機構収
納室２４の左前隅角部に近接位置し、右端面３７ｂが該収納室２４の右側略中央部に近接
位置している。すなわち凝縮器３０は、カバー体３７の前面開口部３８が冷凍機構収納室
２４の右前隅角部側を指向した状態でベース板２５に取付けられている。このためベース
板２５の前方設置部２７は、更に後方左側に画成された平面三角状の第１領域２７ａと、
前方右側に画成された平面三角状の第２領域２７ｂとに区画されている。この第１領域２
７ａには、回転軸にファン４０を取付けたファンモータ３１が、該ファン４０を前記カバ
ー体３７の後方開口部３９に臨ませた状態で取付けられている。また前記第２領域２７ｂ
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には、正面右側に制御用電気部品を収納した制御ボックス３２が設置され、該制御ボック
ス３２の左側に電源トランス３３が隣接して設置される。
【００１１】
前記圧縮機３４は、ベース板２５の後方設置部２８において、前記制御ボックス３２に配
設される制御用電気部品に接続される端子を備えたターミナル部４１を、左側 (仕切板２
２側 )に指向させた状態で取付けられる。また、前記圧縮機３４の左側に圧力スイッチ３
５が配設されると共に、該圧縮機３４とファンモータ３１との間にホットガス弁３６が位
置している。
【００１２】
このように構成された本実施例の冷凍機構１３では、筺体２０の前面パネル２０ａを取外
すと、制御ボックス３２ ,電源トランス３３および凝縮器３０が製氷ユニット部１１の前
面部に臨んで位置しているので、前面から手を差込んで各部品３２ ,３３ ,３０に容易に触
り得るようになっている。また、ファンモータ３１ ,圧縮機３４ ,圧力スイッチ３５および
ホットガス弁３６は、後述する仕切板２２側に臨んで位置しているので、この仕切板２２
を本体枠２１から取外すことにより、製氷機構収納室２３側から手を差込んで各部品３４
,３５ ,３６に容易に触り得るようになっている。しかも前記凝縮器３０が、本体左部を冷
凍機構収納室２４の左前隅角部に近接位置した状態で斜めに設置されているので、該冷凍
機構収納室２４の左側面が略全面的に開放され、製氷機構収納室２３側から冷凍機構収納
室２４へ容易に手を差込み得るようになっている。
【００１３】
また本実施例の冷凍機構１３では、凝縮器３０に付設される前記ファンモータ３１として
、吸込タイプのものが採用されている。そして筺体２０においては、前面パネル２０ａに
おいて冷凍機構収納室２４の前面部に整合する位置に吸気口４２が形成され、右側面パネ
ル２０ｂの後方側に第１排気口４３が形成されると共に、背面パネル２０ｃにおいて該冷
凍機構収納室２４の後面部に整合する位置に第２排気口４４が形成されている。これによ
り、冷凍機構１３の運転下に前記ファンモータ３１が回転駆動した際には、外部空気が前
記吸気口４２から冷凍機構収納室２４内に流入し、カバー体３７の前面開口部３８を介し
て凝縮器３０側へ案内されて該凝縮器３０と熱交換を行なった後に後面開口部３９から流
出し、その後に前記第１排気口４３または第２排気口４４から外部へ排出される。なお、
第１排気口４３または第２排気口４４を開閉調整可能に構成すれば、両排出口４３ ,４４
からの排出形態と、第１排気口４３のみからの排出形態と、第２排気口４４のみからの排
出形態との何れかを適宜選択することが可能である。
【００１４】
前記製氷機構収納室２３と冷凍機構収納室２４とを仕切る前記仕切板２２は、製氷ユニッ
ト部１１の後方側に位置して本体枠２１に固定される短尺な後部仕切体５０と、製氷ユニ
ット部１１の前方側に位置して本体枠２１に対して前後方向へスライド移動し、かつ前面
側からの着脱が可能な長尺な前部仕切体５１とから構成されている。前記後部仕切体５０
は、図５に示すように、平面Ｌ字形に屈曲成形した矩形状の金属製遮蔽板５２に所要厚の
断熱材５３を取付けて構成され、該金属製遮蔽板５２の上端部および下端部を前記本体枠
２１にビス等 (図示せず )で固定して垂直状態に配設される。なお、後部仕切体５０の後端
略中央部に切欠き５４が形成され、前記製氷機構１２と冷凍機構１３とを連結するパイプ
４５が、この切欠き５４を介して延在している (図１および図２参照 )。
【００１５】
また前記前部仕切体５１は、図３～図５に示すように、上端縁部５５ａと前端縁部５５ｂ
とが屈曲状態に成形された樹脂製の第１遮蔽板５５と、この第１遮蔽板５５の内面に密着
的に配設される金属製の第２遮蔽板５６と、所要厚の断熱材５７から構成されている。ま
た第２遮蔽板５６の下端近傍には、水平本体部５８ａの左端縁から垂直上方へ延出した左
端縁部５８ｂと該本体部５８ａの右端縁から垂直下方へ延出した右端縁部５８ｃとが一体
成形された支持部材５８が、該左端縁部５８ｂを介して取付固定されており、後述する下
部レール６８の案内支持部６９ａが摺接可能に係合する係合溝部６６が形成されている。
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なお、支持部材５８の水平本体部５８ａの下面 (係合溝部６６の上部 )には、例えばＡＢＳ
樹脂等を材質とする所要厚の摺接部材５９が設けられており、支持部材５８と下部レール
６８との直接的な接触による板金塗装の剥がれを防止すると共に、スライド性の向上が図
られている。
【００１６】
前記本体枠２１の上面に架設される上部レール６０は、垂直本体部６１ａの上端縁から水
平右方へ延出した上端縁部６１ｂと該本体部６１ａの下端縁から水平左方へ延出した下端
縁部６１ｃとが一体成形された第１支持部材６１と、水平本体部６２ａの左端縁から垂直
上方へ延出した左端縁部６２ｂと該本体部６２ａの右端縁から垂直下方へ延出した右端縁
部６２ｃとが一体成形された第２支持部材６２とから構成されている。そして、第１支持
部材６１の本体部６１ａに第２支持部材６２の左端縁部６２ｂが接合され、これにより前
記前部仕切体５１の上端縁部６７が摺接可能に係合する案内溝部６３が形成される。この
ように形成された上部レール６０は、前記第１支持部材６１の上端縁部６１ｂの前 ,後端
を前記本体枠２１にビス等 (図示せず )で固定することで、筺体２０の内部上方で前後方向
へ水平に延在した状態に配設される。なお、第２支持部材６２における水平本体部６２ａ
の前端部には、適宜角度で前上方へ延出する案内片６４が一体成形されており、前部仕切
体５１の差込みを容易に行ない得るよう構成している。また、第１支持部材６１と第２支
持部材６２との間には、断熱材６５が配設されている。
【００１７】
一方、前記本体枠２１の下面に配設される下部レール６８は、垂直本体部６９の上端縁か
ら水平右方へ延出する案内支持部６９ａと、該本体部６９の下端縁から水平右方へ延出す
る固定支持部６９ｂとが一体成形されている。このように形成された下部レール６８は、
前記固定支持部６９ｂの前 ,後端を前記本体枠２１にビス等 (図示せず )で固定することで
、筺体２０の内部下方で前後方向へ水平に延在した状態に配設される。なお下部レール６
８の右側面には、冷凍機構収納室２４の底面部に配設されて前記冷凍機構１３を取付保持
するベース板２５を固定する台下２９の左端縁部が密着するように配設される。
【００１８】
このように構成された本実施例の前部仕切体５１は、製氷ユニット部１１の筺体２０の前
面側において、その上端縁部６７の後方部を上部レール６０の案内溝部６３に整合させ、
かつ係合溝部６６の後方部を下部レール６８の案内支持部６９ａに整合させた状態で後方
へ押圧することにより、両レール６０ ,６８に沿って筺体２０内に収納される。そして、
本体枠２１における前記上部レール６０および下部レール６８の前端部に隣接した位置に
、上下に延在するブラケット７０が垂直に配設されており、このブラケット７０に前部仕
切体５１の前端縁部５５ｂが当接するようになっている。また、ブラケット７０と前端縁
部５５ｂの所定位置にビス孔７１および挿通孔７２が形成されており、互いに整合したこ
れら挿通孔７２およびビス孔７１との間にビス７３を締付けることにより、前部仕切体５
１が本体枠２１に固定される。なお、前部仕切体５１が本体枠２１に固定された状態では
、図５に示すように、該前部仕切体５１における第１遮蔽板５５の後端部５５ｃが後部仕
切体５０の遮蔽板５２に重なり、両者５５ ,５２が密着した状態となり、案内溝部６３と
上端縁部６７、係合溝部６６と案内支持部６９ａとが夫々密着した状態となる。
【００１９】
【実施例の作用】
次に、前述のように構成された本実施例の冷凍機構の配設構造の作用につき説明する。
【００２０】
冷凍機構１３を構成する各種部品は、製氷ユニット部１１の冷凍機構収納室２４に収納す
るに先立ち、ベース板２５の設置部２７ ,２８に予め取付ける。すなわち、ベース板２５
の前方設置部２７には、本体右部を後方側へ移動させた状態で凝縮器３０およびカバー体
３７を取付固定し、該凝縮器３０後方の第１領域２７ａにファンモータ３１を取付けると
共に、前方の第２領域２７ｂに制御ボックス３２および電源トランス３３を取付ける。ま
たベース板２５の後方設置部２８には、ターミナル部４１を左側へ指向させた状態で圧縮
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機３４を取付固定し、該圧縮機３４の左側に圧力スイッチ３５を取付けると共に、該圧縮
機３４とファンモータ３１との間にホットガス弁３６を配設する。そして、ベース板２５
単位でユニット化された冷凍機構１３を、製氷ユニット部２１における冷凍機構収納室２
４に収納し、該ベース板２５を台下２９に対してボルト等で固定する。なお製氷機構１２
は、製氷ユニット部２１における製氷機構収納室２３に収納し、前記支持部材１６ ,１６
に懸吊支持する。
【００２１】
また、仕切板２２における後部仕切体５０を、本体枠２１の後方所定位置にビス等で取付
固定する。次いで仕切板２２における前部仕切体５１を、製氷ユニット部２１の前方側か
ら本体枠２１に取付ける。すなわち、前部仕切体５１における上端縁部６７の後方部を上
部レール６０の案内溝部６３に整合させ、かつ該仕切体５１における係合溝部６６の後方
部を下部レール６８の案内支持部６９ａに整合させた状態で、前部仕切体５１を後方側へ
押圧して筺体２０内に収納する。そして、互いに整合した前端縁部５５ｂの挿通孔７２と
、ブラケット７０のビス孔７１との間にビス７３を締付け、前部仕切体５１を本体枠２１
に固定する。また本体枠２１の前面 ,側面 ,背面および上面に各パネルを取付ける。このよ
うに組立てられた製氷ユニット部２１を、別途組立てられた貯氷庫１４の上方に組付固定
することで、製氷機１０が構成される。
【００２２】
そして、本実施例の冷凍機構１２を装備した製氷機１０は、該冷凍機構１２の運転下に回
転駆動するファンモータ３１により、前面パネル２０ａに形成した吸気口４２から吸込ん
だ空気を、右側面パネル２０ｂに形成した第１排気口４３または背面パネル２０ｃに形成
した第２排気口４４から選択的に排出するように構成されている。例えば、前記第１空気
吹出口４３を開放調整して第２排気口４４を閉成調整すれば、製氷機１０の右側面に排気
スペースを確保するだけでよく、図６に示すように、左側面および背面を後壁４および左
側壁６に略密着させた状態で設置することが可能となる。また、前記第１空気吹出口４３
を閉成調整して第２排気口４４を開放調整すれば、製氷機１０の背面に排気スペースを確
保するだけでよく、図７に示すように、左側面および右側面を左 ,右側壁６ ,５に略密着さ
せた状態で設置することが可能となる。
【００２３】
そして、本実施例に係る冷凍機構の配設構造では、冷凍機構１３に対する修理 ,点検等の
メンテナンス作業は、筺体２０の前面パネル２０ａおよび前部仕切体５１を本体枠２１か
ら取外して行われる。すなわち、前面パネル２０ａを取外せば冷凍機構収納室２４の前面
側が開放され、ベース板２５の前方設置部２７に取付けられた凝縮器３０や制御ボックス
３２および電源トランス３３等に容易に触ることができるから、これら各機器３０ ,３２ ,
３３に対するメンテナンス作業を容易に行うことができる。また、凝縮器３０の本体左部
が冷凍機構収納室２４の左前隅角部に近接して位置しているので、前部仕切体５１を取外
せば該冷凍機構収納室２４の左側面 (製氷機構収納室２３側 )が略全面的に開放され、製氷
機構収納室２３を介してベース板２５の後方設置部２８に取付けられた圧縮機３４や、凝
縮器３０の後方に取付けられたファンモータ３１等に容易に触ることができるようになり
、これら各機構３４ ,３１に対するメンテナンス作業を容易に行なうことが可能となる。
また、前記各部品３０ ,３２ ,３３ ,３１ ,３４の交換も、製氷ユニット部１１の前面側から
容易に行ない得る。
【００２４】
従って、本実施例の冷凍機構の配設構造を実施した製氷機１０では、図６および図７に示
したように、該製氷機１０の右方に右側壁５が近接位置していたとしても、冷凍機構１３
に対するメンテナンス作業は製氷ユニット部１１の前面側から容易に行なうことができ、
製氷機１０自体を前方へ引出したり上面パネル等を取外す等の煩雑な作業を一切要しない
。このため、例えば前記製氷ユニット部１１を２段または３段積み形態とした製氷機にお
いても、各製氷ユニット部１１の冷凍機構１３に対するメンテナンス作業に際し、上段側
の製氷ユニット部１１の脱着作業を一切必要としない。

10

20

30

40

50

(6) JP 3640529 B2 2005.4.20



【００２５】
【発明の効果】
　以上に説明したように、本発明に係る冷凍機構の配設構造によれば、冷凍機構における
凝縮器を、仕切板と近接した側を冷凍機構収納室の前方隅角部に近接位置させると共に、
仕切板と反対の側を後方側へ所要量移動させた所定の角度姿勢で該収納室内の前方側に取
付固定し、この凝縮器の後側にファンモータ等を配設するよう構成した。これにより

仕切板を取外せば、筺体の前面側から手を差込んで凝
縮器の後側に位置する各部品に容易に触れることができるから、これらの部品の修理や交
換等のメンテナンス作業を該筺体の前側から行なうことが可能となる。従って、製氷機を
設置位置から移動させたり、筺体の上面パネル等を取外したり、更には製氷ユニット部全
体を取外したりする必要がなくなり、メンテナンス作業の簡易化および合理化を図り得る
利点がある。また凝縮器を傾斜配置することで、前側に画成された余剰空間に制御ボック
スや電源トランスを配置することができ、冷凍機構収納室のスペースを有効に使用し得る
効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本実施例に係る冷凍機構の配設構造が実施された製氷機を一部破断した状態で
示す概略斜視図である。
【図２】  冷凍機構の配設構造を好適に示す冷凍機構収納室の横断平面図である。
【図３】  製氷機構収納室と冷凍機構収納室とを仕切る仕切板の取付形態を一部破断して
示す概略斜視図である。
【図４】  図３に示す仕切板の縦断正面図である。
【図５】  図３に示す仕切板を一部破断して示す平面図である。
【図６】  冷凍機構に対する外部空気の吸・排気形態を前提とした製氷機の設置態様を示
す説明図である。
【図７】  冷凍機構に対する外部空気の吸・排気形態を前提とした製氷機の別の設置態様
を示す説明図である。
【図８】  従来実施に係る冷凍機構の配設構造を実施した製氷機を一部破断した状態で示
す平面図である。
【図９】  図８に示した冷凍機構の配設構造を実施した製氷機を一部破断した状態で示す
正面図である。
【符号の説明】
１３  冷凍機構，２０  筺体，２２  仕切板，２３  製氷機構収納室，
２４  冷凍機構収納室，３０  凝縮器，３１  ファンモータ，
３２  制御ボックス，３３  電源トランス
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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